
第四次沖縄県生涯学習推進計画の策定について

生涯学習振興課

本県における生涯学習に関する施策を総合的に推進するため、令和５年３月２

日付けで、「第四次沖縄県生涯学習推進計画」（以下「本計画」という）を決定

した。

１ 計画の趣旨

人生100年時代やSociety5.0など、社会が大きく変化する中にあって、今後

より多様で複雑化する課題と向き合いながら、一人ひとりが豊かな人生を送

ることのできる持続可能な社会を創るには、ICTなどの新しい技術も活用しつ

つ、すべての人が生涯にわたって主体的に学び続ける生涯学習社会の実現を

図っていく必要がある。本計画は、本県の生涯学習における今後の具体的施

策、事業を展開するにあたっての基本方針とするものである。

２ 計画策定の背景

沖縄県では、平成７年度から令和３年度まで三次にわたる生涯学習推進計

画を策定し、生涯学習社会の実現に向けて生涯学習関連事業を実施してきた。

本年度は、国や県の動向、第７期沖縄県生涯学習審議会答申等の内容を踏

まえ、社会情勢の変化や県民のニーズに対応した第四次推進計画（令和４年

度～13年度）の策定を行った。

３ 計画策定の経緯

①第７期沖縄県生涯学習審議会（令和２年10月20日～令和４年６月７日）

・起草委員会（７回）

・全 体 会（６回） 提言の検討

・答申手交 （令和４年６月７日）

②沖縄県生涯学習推進本部

・幹 事 会（２回） 計画（案）の検討

・本部会議 （令和５年２月６日） 計画（案）の審議、承認

③パブリックコメント実施 （令和４年11月２日～12月２日）

４ 計画の構成

本計画は、３部構成となっており、「総論」として、第１部で生涯学習の

推進に向けた考え方や方向性を示し、「各論」として、第２部で、各部局が

行う「具体的取組」について、第３部で、推進体制及び学習環境の整備につ

いてまとめている。

令和５年第４回教育委員会会議 報告事項（２）



第１部 生涯学習推進計画の基本的な考え方

第２部 生涯学習推進の具体的取組

第３部 生涯学習推進体制及び学習環境の整備

５ 本計画の主な特徴

・ＳＤＧｓの誰一人として取り残さない「包摂性」や「多様性」を重視し、

「持続可能な生涯学習社会の実現」を基本目標として取り組むこととして

いる。

・デジタル化への対応として、「ＩＣＴ等技術の活用」を図ることとしてい

る。

６ 今後の取組

本計画を令和４年度から13年度までの10年間の本県生涯学習推進の基本計

画として位置づけ、持続可能な生涯学習社会の実現にむけ施策を推進する。

本計画に基づく施策の進捗管理を行いながら、社会情勢や教育を取り巻く

状況の変化等に応じて適宜見直しを行う。

令和５年第４回教育委員会会議 報告事項（２）
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す
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複
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縄
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３
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携
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携
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２
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。
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３
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梁
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踏
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縄
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踏
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５
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縄
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踏
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史
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文
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進
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進
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◆
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進
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１
多
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な
主
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と
の
連
携
・
協
働
の
推
進

◆
地
域
人
材
の
掘
り
起
こ
し
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

◆
「
お
き
な
わ

SD
Gs
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
創
設
に
よ
る
多

様
な
連
携
と
協
働
の
促
進

◆
NP

O等
と
の
協
働
の
取
組
に
係
る
情
報
発
信

２
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
の
推
進

◆
地
域
学
校
協
働
活
動
の
推
進

◆
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
の
促
進

第
２
章

学
び
を
高
め
る
つ
な
が
り
づ
く
り

第
３
章

学
び
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

１
地
域
を
核
と
し
た
連
携
に
よ
る
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」

◆
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
育
成

◆
自
治
公
民
館
、
自
治
会
等
の
地
域
活
動
へ
の
支
援

２
学
び
の
成
果
を
生
か
す
取
組
の
推
進

◆
学
習
成
果
の
適
正
な
評
価

◆
地
域
活
動
へ
の
参
加
提
案

３
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り

◆
出
前
講
座
等
に
よ
る
環
境
保
全
活
動
の
促
進

４
歴
史
・
文
化
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

◆
「
琉
球
歴
史
文
化
の
日
」
の
周
知
啓
発

◆
地
域
文
化
の
掘
り
起
こ
し
、
伝
統
芸
能
や
地
域
行
事
の
積
極
的

な
発
信

５
福
祉
と
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

◆
障
害
者
へ
の
理
解
促
進
の
た
め
の
啓
発
活
動

◆
消
費
者
教
育
の
推
進

◆
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

６
男
女
共
同
参
画
の
推
進

◆
啓
発
講
座
や
人
材
育
成
講
座
の
開
催

１
図
書
館

２
青
少
年
教
育
施
設

３
公
民
館
等

４
博
物
館
・
美
術
館

５
そ
の
他
の
生
涯
学
習
関
係
施
設

・
平
和
祈
念
資
料
館

・
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

・
空
手
会
館

第
１
章

社
会
教
育
施
設
の
充
実
強
化

１
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
機
能
の
一
層
の
充
実

２
生
涯
学
習
に
関
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

第
２
章

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の
充
実
強
化

第
３
章
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
技
術
の
活
用

１
デ
ジ
タ
ル
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
必
要
な
リ
テ
ラ
シ
ー
・
ス
キ

ル
の
向
上

２
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
け
る
学
び
の
充
実

３
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
け
る
学
び
の
仕
組
み
の
構
築

４
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
障
壁
へ
の
対
応

１
市
町
村
に
お
け
る
社
会
教
育
主
事
有
資
格
者

の
養
成
、
社
会
教
育
主
事
の
配
置

①
専
門
的
職
員
の
資
質
向
上

②
市
町
村
に
お
け
る
社
会
教
育
主
事
の
配
置
促

進 ２
家
庭
教
育
支
援
者
の
養
成
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

①
「
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
」
の
結
成
促
進

②
家
庭
教
育
支
援
者
研
修
会
の
開
催

第
４
章
学
び
を
支
え
る
人
づ
く
り

第
３
部

生
涯
学
習
推
進
体
制
及
び
学
習
環
境
の
整
備
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連
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②
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携
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第
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生
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社
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関
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働

※
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系
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   【旧】第三次　沖縄県生涯学習推進計画 【新】第四次　沖縄県生涯学習推進計画

＜　施　　策　＞

潤
い
と
生
き
が
い
の
あ
る
生
涯
学
習
社
会
お
き
な
わ
の
実
現
を
目
指
し
て

１「学校支援」を足がかりとした「地域コミュティづく
り」の推進

２地域を核とした連携による「地域コミュニティづく
り」の推進

８　ボランティア活動の推進及び産業に関連した学習機
会の提供

６　健康づくり、スポーツ活動の推進

７　男女共同参画の推進

３「次世代の学校・地域創生」を目指した取組の推進

１　家庭教育の充実

２　文化活動の推進

３　国際交流・協力の推進

４　福祉と安全なまちづくり

５　郷土の自然及び環境学習の推進

県の生涯学習
の推進

生涯学習推進の具体的取組　施策の体系図

持
続
可
能
な
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

６　男女共同参画の推進

生涯にわたる学
びの機会の充実

学びを高めるつ
ながりづくり

学びを生かした
地域づくり

１　地域を核とした連携による「地域コミュニティづ
くり」

２　学びの成果を生かす取組の推進

３　人と自然が共生するまちづくり

４　歴史・文化を生かしたまちづくり

５　福祉と安全なまちづくり

６　国際交流・協力の推進

７　ボランティア活動の推進

８　職業に関連した学習機会の提供

１　多様な主体との連携・協働の推進

２ 学校・家庭・地域の連携・協働の推進

＜　施　　策　＞

学校支援によ
るまちづくり

の推進

１　家庭教育の充実

２　包摂的な生涯学習機会の提供

５　文化活動の推進

３　多様な体験・交流活動の場の充実

４　健康づくり、スポーツ活動の推進

生涯学習実施機関の充実

＜生涯学習推進センターの充実＞

１「生涯学習センター」の機能充実

２情報ネットワークの構築

＜社会教育施設の充実＞

１読書活動及び図書館の充実

２青少年教育施設と体験活動の充実

３博物館・美術館等の活用

４平和祈念資料館の活用

５公民館等の施設の充実

生涯学習社会をささえる

１大学等の高等教育機関の活用による学習活動の充実

２放送大学の活用による学習活動の充実

３民間教育機関・NPO等との連携

４社会教育関係団体等との連携

５団体・自主活動サークル等の育成と支援

６学び直しの機会の提供

７高齢者への支援によるコミュニティづくり

８県民の取組

※第４次計画の新たな項目は、黒太枠で表示

社会教育施設の充実強化

・図書館と読書活動

・青少年教育施設と体験活動

・公民館・公民館類似施設の充実

・博物館・美術館の活用

その他の生涯学習関連施設
・平和祈念資料館

・埋蔵文化財センター

・空手会館

生涯学習推進センターの
充実強化

・生涯学習推進センター機
能の一層の充実
・生涯学習推進センターのプ
ラットフォームの構築

ＩＣＴ等技術の活用

・デジタル社会において必要なリテラシー・スキ
ルの向上
・デジタル社会における学びの充実
・デジタル社会における学びの仕組みの構築
・デジタル社会の障壁への対応

生涯学習推進体制及び学習環境の整備

生涯学習・社会教育関係機関の充実や
連携・協働

・大学等高等教育機関との連携

・民間教育機関・企業・ＮＰＯ等との連携
・社会教育関係団体との連携による青少年育
成・地域活性化

学びを支える人づくり

・社会教育主事有資格者の養
成及び市町村に社会教育主事
配置

・家庭教育支援者の養成・ス
キルアップ

資料２


